
“農村の第一線でご活躍されている皆様のための”

人口減少社会を問いなおす
～参加とつながりがはぐくむコミュニティの力～
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開 催 要 領

高速バスのご案内

宿泊のご案内

申込み方法・問合せ・連絡先

■参加費： 所定の申込み用紙（コピーでも可）送付時に、全額を予め下記支払い方法によりご送金ください。
 FAXで申込みされた方は、必ず電話にてご確認ください。
 ●受講料・・・・・3,000円（テキスト代・税込）　※一日のみの受講は1,500円
 ●交流会・・・・・21日 2,000円（税込）
 ●お弁当代・・・・昼食（22日）1,000円（税込）
■支払方法： 申込後下記のいずれかの方法でご入金ください（お支払いの際は、金融機関備え付けの振込用紙をご使用下さい）。
 ○農協口座－普通預金6019633：JA佐久浅間・佐久総合病院支所 /口座名：佐久総合病院
 ○銀行口座－普通預金675：八十二銀行臼田支店 /口座名：佐久総合病院
 ○郵便振替－口座番号00550－2－9429　加入者名：農村医学夏季大学事務局
 　＊受講料等の払い戻しは致しませんので、ご都合の悪い場合は、代理の方がご出席ください。
 　＊交流会・お弁当を希望の方は、受講料と一緒にお申込みください。
■定　　員： 400名
■申込締切日：　7月 14日（金）
■宿　　泊： 各自、旅館またはホテルに直接連絡し予約をしてください。
 なお、当会場周辺の旅館、ホテルは以下に示すとおりです。
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時刻表
佐久総合病院発
6:00  7:30  9:00  17:30

池袋発
8:50  15:50  17:50  20:10

佐久平駅発
21:03
大阪あべの橋駅発
20:25

●北陸新幹線「佐久平駅」から車で20分　●JR小海線「臼田駅」から徒歩で10分
●上信越自動車道・佐久ICから車で25分

宿泊予約の際、夏季大学受講である旨をフロント係にお申し出ください。

ホテル名

ホテルゴールデンセンチュリー

佐久グランドホテル

佐久平プラザ 21

ホテルルートインコート佐久

東横イン佐久平駅浅間口

所在地

〒385-0051 佐久市中込 3150-1中込バイパス

〒385-0051 佐久市中込 3-19-6

〒385-0028 佐久市佐久平駅東 2-6

〒385-0055 佐久市三塚 126-1

〒385-0027 佐久市佐久平北 1-1

料   金（室料のみ）
シングル（朝食付）　 6,450~7,450 円 （税、サービス料込）
ツイン　（朝食付） 12,900~14,900 円 （税、サービス料込）
シングル 8,200 円 （税、サービス料込）
ツイン 18,000 円 （税、サービス料込）
シングル 7,200~7,800 円 （税、サービス料込）
ツイン 14,000 円 （税、サービス料込）
シングル 5,900 円 （税、サービス料込）
ツイン 11,500 円 （税、サービス料込）
シングル 6,264 円 （税、サービス料込）
ツイン 8,424 円 （税、サービス料込）

バス送迎
なし

（自家用車15分）
なし

（自家用車10分）
なし

（自家用車20分）
なし

（自家用車10分）
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（自家用車25分）

電話番号
TEL 0267（63）3355
FAX 0267（63）3366
TEL 0267（62）0031
FAX 0267（62）7496
TEL 0267（65）8811
FAX 0267（65）8842
TEL 0267（64）8811
FAX 0267（64）8812
TEL 0267（66）1045
FAX 0267（66）1044

所在地

〒384-0301　佐久市臼田 2138

料   金（1泊 2食付）

8,000 円（税、サービス料込）

電話番号
TEL 0267（82）2027
FAX 0267（82）7270

旅館名

清集館

バス送迎
あり

（徒歩10分）

◆所定の申込書または佐久総合病院のホームページから申込んで 
　ください（コピーでも可）。
◆受講票、領収書は事前に発行いたしません。　
　受講当日、会場受付にてお渡しいたします。
◆申込み・問い合わせ先：佐久総合病院 第57回農村医学夏季大学事務局

第57回農村医学夏季大学事務局
長野県佐久市臼田197　佐久総合病院内　
（直通） TEL 0267-82-2677　
 FAX 0267-82-7034
 http://www.sakuhp.or.jp/

事務局

■主催：JA長野厚生連/JA長野県組合長会/JA長野中央会/JA長野信連/JA全農長野/JA共済連長野/JA長野健保
■後援：JA全厚連/日本農村医学会/日本成人病予防会/日本農村医学研究会/長野県/信濃毎日新聞社/SBC信越放送/NBS長野放送　
　TSBテレビ信州/abn長野朝日放送/　　　                             /佐久医師会/佐久市/小海町/佐久穂町/川上村/南牧村/南相木村/北相木村
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長野県厚生農業協同組合連合会
代表理事理事長

社浦  康三

　今年「農村医学夏季大学講座」は第 57 回を迎えました。これまでの長い歴史の中では、時代に即したテーマを
その都度取り上げ、私たちの地域が抱える様々な課題について真正面から向き合ってまいりました。
　今年は昨年に引き続き「人口減少社会を問いなおす」をメインテーマとして掲げ、サブテーマを“参加とつなが
りがはぐくむコミュニティの力”とし、だれもが住みやすい地域づくりや人口減少問題に取り組みたいと思います。
　現在の急速な少子高齢化のなかで、私たちを取り巻く環境はだれもが住みやすいものになっていると言えるで
しょうか。今までにない高齢化と人口減少社会の中において、どのように地域の環境を調整し、地域住民の連携が
構築できるのか、“参加とつながり”をキーワードとして議論を継続したいと思います。
　また、農山村地域の「いのちといきがいのある暮らしを守る」ことを大前提に、いつまでも安心して暮らし続け
られるよう、病院の機能分化・地域の連携体制、在宅医療・介護体制の整備が重要になります。人口減少を食い止め、
住み慣れた地域での豊かな生活、営農が実現できるよう、地域の在り方を皆で考えましょう。
　信州の盛夏にふさわしい、熱い議論ができますことを大いに期待いたします。
　開催にあたり、第一線でご活躍の講師の皆様並びにご支援を賜りました関係の皆様に厚く御礼を申し上げます。

佐久総合病院
統括院長

伊澤  敏

　一昨年から３回シリーズで「人口減少社会」をテーマに気鋭の論者たちと議論を重ねて参りました。今
年の副題は「参加とつながりがはぐくむコミュニティの力」です。第二次大戦後の政治・経済の変化は地
域社会のあり方にも大きな変化をもたらしてきました。人口の都市集中は地方の急速な人口減少を招き、
中山間地においては限界集落という呼称が生まれ、地方消滅という刺激的なタイトルのレポートまで世に
出るに至っています。
　世界でも有数の豊かな自然環境に恵まれた日本列島ですが、人の欲望のみに未来を委ねた場合、生態学
的な観点などからは人間にとっても不都合な問題になりかねません。大きな転換点に臨み、地方の人口減
に歯止めをかける新たなコミュニティの創生や生態系を保全する農林業の役割の重要性を、学問的にも
しっかりと定位する必要に迫られていると感じます。
　今夏も皆さまとの熱い議論を期待し、お待ち申し上げております。

第57回 農村医学夏季大学講座プログラム
メインテーマ

人口減少社会を問いなおす ～参加とつながりがはぐくむコミュニティの力～
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［講　演］

若月賞授賞式

「量」の時代から「質」の時代へ
～私たちはどんな社会を求めているのか～
　ＧＤＰや国の軍事力を誇る時代なら、あらゆる面での量の拡大はその指標になるだろう。しかしいま
人々が求めているものは、暮らしの質や幸せ度の高い生き方である。とすれば人口という量の多さは問
題ではない。課題は豊かな生と納得できる死である。それはどうしたら手に入るのか。共有された生とい
う視点から、そのことを考えてみる。

哲学者

内山　節 氏

［若月賞受賞講演］

認知症当事者の立場から
【特別講演】「認知症とともに生きる」
　※講演後、「当事者と考える認知症社会」と題して、会場交えての話し合いがあります。

認知症の人とともに
人が解放されよりよく生ききる可能性を追い求めて
　1970年代後半、学生時代に病院や施設、地域を歩き、多くの認知症の人に出会い話しを聴いた。その時の
「おかしい。なんでこんな姿で晩年の日々を生きなければならないのか」という問いが活動の源。以降、自宅
に変わるグループホームでのケア、本人のありのままの言葉を聴き本人の暮らしをチームで支えるセン
ター方式の開発と普及、行方不明にならずに自由に外出できる地域づくり等に取組み、いずれも道半ばだ。
　2003年頃から声を上げ始めた当事者たちとともに、希望をもって暮らせる社会を創る活動に注力してい
る。人のもろさと可能性のすごさ、それを左右する地域社会のあり方について本人たちから学び、一人でも
多くが生きやすくなる世の中にと、泣き笑いのアクションの日々。

社会福祉法人浴風会　
認知症介護研究・
研修東京センター研究部 
部長

永田 久美子 氏

［若月賞受賞講演］

無差別・平等の医療をめざして
　私は若月先生に憧れ、地域医療を志して大学を退局。今の病院に就職してまもなく「気管チューブ抜
去・薬剤投与死亡事件」が起きました。多くの職員が退職し外科も自分一人になる中で、スタッフや地域
住民、全国からの支援医師に支えられ、チーム医療や地域の底力を思い知りました。決して裕福とはいえ
ない地域で無差別平等の医療をめざし、最も困難な人びとの人権と丸腰で向き合い続けた20年について
お話できればと思います。

川崎医療生活協同組合　
川崎協同病院　外科部長

和田　浄史 氏

時　刻 テーマ 講　師

受　付

閉講式交流会　自由参加

［講　演］

健康とデザイン
　健康で長生きするために、人とのつながりが大切だということがわかってきています。では、人とのつ
ながりを作るために何が大切なのでしょうか。楽しさ、美しさ、美味しさなど、感性に訴えかける要素が
求められます。それは、これまでデザインが担ってきた要素でもあります。
　本講座では、デザインの視点から進める地域づくりを通じて、人々がつながりをつくり、健康で楽しく
暮らしている事例についてお話します。

［シンポジウム］

人口減少社会を問いなおす
～参加とつながりがはぐくむコミュニティの力～
　「人口減少社会を問いなおす」というテーマで3年に渡り取り組んできている農村医学夏季大学講座も
最終回となりました。今回のシンポジウムでは、現在も進みつつある人口減少社会において様々な地域
課題に取り組むにあたり、突破口となる視点について一緒に考えていきたいと思います。特に、地域活動
の中で改めて注目されてきている「参加、つながり、コミュニティの力」をキーワードとして、シンポジス
トとフロアの皆様と一緒に、これからの人口減少社会における処方箋について提言をまとめたいと思い
ます。

studio-L代表

山崎　亮 氏

千葉大学予防医学センター
社会予防医学研究部門
教授

近藤　克則 氏

［講　演］

健康格差社会への処方箋
　日本は、人口減少社会に突入した。同時に格差拡大社会でもあり、それが健康にまで及ぶ「健康格差社
会」になっている。対策（処方箋）を考えるために、その実態や生成プロセスを研究すると、多様な要因が
複雑に絡み合っていることが見えてきた。したがって対策には、個人・家庭・コミュニティ・社会といろい
ろなレベルでの総合的な取り組みが必要である。本講演ではコミュニティにできることに焦点をあて
「健康格差社会への処方箋」を考えてみたい。

長野県　NPO法人JAあづみくらし
の助け合いネットワークあんしん
代表理事理事長

池田　陽子 氏
栃木県　NPO法人だいじょうぶ
理事長

畠山　由美 氏
長野県　佐久総合病院地域医療部
副部長

小松　裕和 氏
大阪府　studio-L代表

山崎　亮 氏
千葉県　千葉大学予防医学セン
ター社会予防医学研究部門教授

近藤　克則 氏
司会：佐久総合病院 診療部長

北澤　彰浩 氏
司会：佐久総合病院  
地域医療部副部長

小松　裕和 氏

おれんじドア代表

丹野智文 氏（　　）


